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保護者・地域と学校とが手を取り合って 
 

校長 吉 田  功 
 

入学式を彩った桜と入れ替わるようにハナミズキが咲き、今ではツツジの花が見頃を迎えています。気

候も安定し、とても過ごしやすい季節になりました。新学期が始まり１か月がたち、学校では年度初めの

様々な行事が一息付きました。これからは授業が本格化し、部活動も大会等に向け熱を帯びてきます。行

事では中間テストやRIKUTAIなど１学期の第２幕に向けた準備が始まります。 

さて、先月１６日に今年度最初の避難訓練を行いました。校庭に避難した後の講話を聞く３年生や２年

生の姿はとても立派で、「上級生が下級生のお手本になる学校」を体現してくれていたと思います。１年

生も学年全体として頑張っているという報告を教員から耳にします。前年度にうまくいかなかったことが

あった生徒たちも入学や進級を機に新たな気持ちで学校生活を送っているようです。ぜひ、この姿を続け

てほしいと願っています。 

ところで、山口県下関市の教育者である緒方 甫 (おがた 

はじめ)先生が提唱された「子育て四訓」というものがあり 

ます。どこかで見聞きされた方もいらっしゃるのではないで 

しょうか。 

青年期（１３歳から１８歳頃）は、親からの干渉を嫌い、 

自分の世界をもち始める時期です。（４）「青年の時は、目 

を離して心を離さず」という言葉には、こどもが自立するために距離を置きつつも精神的なつながりを大

切にして、助けが必要な時には支えられる存在でいることが重要というメッセージが込められています。 

ところが、上述の学校での生徒の活躍とは裏腹に、家庭では、なかなか保護者の言うことをきかないと

か、だらしないとかという場面も見られるのではないでしょうか。その様子に保護者もついいら立ち、強

い言葉が飛び交うこともあるかもしれません。こうしたとき、自分一人で考えていると段々深みにはまっ

ていきます。保護者同士や教員、あるいは専門家など、他の人に話をするだけで気持ちが楽になり、何か

ヒントを得られることがあります。 

幸い、今年度本校は、教育相談主任配置校としてスクールカウンセ 

ラーが週３日配置されています。また、本校の学校経営協議会（CS）

では、一昨年度から「ぷらっとカフェ」を開催し、保護者の悩みを聞

いたり、つながりを作ってくれたりしています。こうした環境を最大

限生かし、保護者・地域と学校とが手を取り合い、こどもの成長を見

守っていけたらと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。 

子育て四訓 

（１）乳児の時は、肌身離さず 

（２）幼児の時は、肌を話して手を離さず 

（３）少年の時は、手を離して目を離さず 

（４）青年の時は、目を離して心を離さず 

離任式 

4月28日（月）午後、離任された5名の先生をお迎えし、離任式を実施しました。代表生徒がお別れの

言葉と花束を贈呈し、授業や部活動でお世話になった感謝の気持ちを伝えました。先生方からは二中での

思い出や新しい環境についてお話がありました。そして、人とのつながりや、やり切る経験の大切さな

ど、生徒に励みとなるメッセージをいただきました。最後に皆で校歌を斉唱し、先生方を送りました。久

しぶりの再会でしたが、お元気そうで何よりでした。今まで二中を支えていただきどうもありがとうござ

いました。今後のますますのご活躍を願っています。            （副校長 相澤 史彦） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

１年生を迎える会・部活動紹介 

４月14日（月）に体育館で、一年生を迎える会と部活動紹介がありました。一年生を迎える会では、

生徒会長の玄蓮華さん（3-D）から歓迎の言葉や２，３年生による校歌と寄せ書きが送られました。ま

た、１年生からも伊藤友菜さん（1-A）が代表で立派に言葉を述べ、１年生と２，３年生の初めての交流

となったとても素敵な会になりました。部活動紹介では、各部活動がそれぞれの活動内容を説明したり、

練習風景を披露したりしました。１年生は先輩たちの紹介を見て、「この部活も気になるな。」「早く仮

入部に行きたい！」と、部活動への参加がより楽しみになっていた様子でした。 

（生徒会担当 中村 一貴） 

引き渡し訓練、引き渡す側？引き渡される側？ 

今年も市内一斉実施での引き渡し訓練が行われました。今年度も多くの方にご参加いただき、ありがと

うございました。訓練中、興味深い光景を目の当たりにしました。とあるご家庭の保護者の方が、未就学

児を２人連れて教室に向かいました。帰るときには、中学生のお姉さんがその未就学児（妹さん）を抱っ

こして帰っていました。実際の災害時には、中学生は体力面や機動力の面からも、地域社会にとってなく

てはならない存在です。消火活動や救出活動、避難所設営や荷物運搬、あるいは地域の未就学児を引き連

れて行動する場面があるかもしれません。今回の訓練を通して、「保護者と一緒に帰った」で終わらせる

のではなく、『中学生の役割とは何なんだろう？』とご家庭で話題にしてもらいたいです。 

（生活指導主任 石田 拓海） 

【男子バスケットボール部】 

令和7年度春季小平市バスケットボール市民大会 

優勝 

【女子バスケットボール部】 

令和7年度春季小平市バスケットボール市民大会 

第三位 

【卓球部】 

小平市春季市民卓球大会 

男子団体戦 準優勝  

男子シングルス 優勝 洞 蒼斗（3年）  

第五位 矢野 翔真（3年） 

女子シングルス 第三位 肥後 穂果（2年） 

【美術部】 

 小川駅西口のフレーム作り 

【５月の主な行事】 

【生徒の活躍】 

日 曜 行　事

1 木 校外学習(G)　⑤⑥耳鼻科健診(1,2)

2 金 心臓検診(1)

7 水 (放)生徒総会リハーサル

8 木 内科健診(3)

9 金 生徒総会⑤⑥

12 月 朝礼　①⑥ローテ　避難訓練　眼科検診(全)

13 火 尿検査２次

14 水 尿検査２次

15 木 中間テスト始　G組校内実習始

16 金 中間テスト終　G組校内実習終　三者面談(S)

19 月 生徒会朝礼　三者面談(S)

20 火 音楽鑑賞教室(2,G,S)

21 水
専門委員会・中央委員会　歯科検診(3,G,S)

三者面談(S)

22 木 尿検査２次予備日

23 金 個人面談期間(G)終

26 月
RIKUTAI期間始　教育実習始　①全校練習

②③３学年練習

27 火 ①②１学年練習　③④２学年練習

28 水 安全指導

29 木 ③④１学年練習　内科健診(2)

30 金 ③④２学年練習


